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研究成果の概要（和文）：『百科全書』に散在する典拠データへの関心が私たちの研究の出発点であった。この
大事典は16世紀から18世紀にかけての複雑なテクスト間の照合関係の歴史に与しており、コピー・ペーストこそ
が項目著者の常套手段だった。私たちが開発するデータベースは『百科全書』に含まれる無数の典拠情報を検討
する「典拠研究」を実践することで、この歴史に迫ろうとするものである。抽出するデータは「著者」と「タイ
トル」に関するもので、それらの多くが不完全な形で表記されているため、常時「正規化」という厄介な作業を
強いられる。
   

研究成果の概要（英文）：The starting point for our study was curiosity for many bibliographical 
references in the Encyclopedie. The text of the french dictionary is part of a complex intertexual 
history from the sixteenth to the eighteenth centuries. Copy and paste are frequently used by 
authors in their contributions and our database is specially designed to provide access to this 
intertexual history by activating a "source criticism" devoted to the study of numerous references 
contained in the text of the Encyclopedie. The bibliographical metadata that we extract from the 
text of the Encyclopedie is related to "titles" and "authors". Many of them are always present in an
 imperfect way, abbreviated or omitted, so a cumbersome task of restoring the whole notation by "
normalization" is absolutely required.
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１． ─研究開始当初の背景 

（1）国内・国外の研究動向及び位置づけ 

１８世紀フランス最大の百科事典『百科全

書』に関する研究史上で最大の分水嶺をなす

のは、ジャック・プルースト、ジョン・ラフ

らによる本格的な実証研究が次々と刊行され

た１９６０年代であった。資料の緻密な読解

と体系的な方法論に基づいたこれらの基本研

究を出発点として、２０世紀末までに、『百科

全書』はかつてないほど動的で混成的な、新

しい側面から捉えられるようになった。また、

２１世紀に入ってからは『百科全書』の電

子出版が種々試みられた。アメリカ・シカゴ

大学の Artfl『百科全書』プロジェクト・サイ

ト、フランス国立図書館の提供する電子サイ

ト Gallica、Wikisource 版『百科全書』などで

あるが、コンピューターを駆使してえられた

データベースの成果にはおのずと限界がある

ことも否めない。日本では１９５０年代に日

の目を見た、京都大学人文科学研究所による

先駆的な共同研究が嚆矢といえるが、もっぱ

ら研究の範囲を思想史に限定して行われてい

たため、この巨大な百科事典の全体を展望す

るような見通しは拓かれなかった。 

（2）人文学と電子メディアの協力 

そこで私たちは、人文学系研究者による「読

み」を主体とした『百科全書』本文の「典拠

情報」調査に基づき、電子メディアを活用し

つつ、文学研究ですでに大きな成果を挙げて

いるテクスト「生成過程」の研究方法を、百

科事典という巨大な資料体に適用するという、

無謀ともいえる試みに挑戦しようとした。 

２．研究の目的 

『百科全書』パリ・オリジナル版全１７巻

の本文について、テクストの生成に関わる書

誌情報を、「『百科全書』典拠情報データベー

ス」としてインターネット上に公開すること

を目的とする。  

3. 研究の方法 

私たちが『百科全書』本文テクストから抽出

する典拠メタデータは、「標題」と「著者」の

２種である。その多くは本文中では略述され

ていることが多いので、「正規化」によって表

記を完全復元する作業が必須である。典拠メ

タデータは、これまでアメリカのシュワッブ

を中心とするグループによって刊行された浩

瀚な『インヴェントリ』でも回避されている

大規模データ群であり、人文系の研究者が逐

一テクストを読み込む営みを介してしか容易

に抽出できない特徴を持つ意味で、画期的な

成果が期待できるものである。 

４．研究成果 

（１）『百科全書』第１巻典拠メタデータ抽出

作業の完了。成果の一部が以下の（２）に収

録されている。後続巻についても、順次、新

たに科研費を取得して抽出作業を進める予定

である。 

（2）単著『「百科全書の時空」』刊行 

 フランス人共同研究者の寄稿を含め、科研

費メンバーが執筆した大型の成果本。ただし、

刊行費用は私費で賄っている。巻末に（1）で

述べた『百科全書』第１巻典拠メタデータを

部分採録している。 

（3）研究報告誌『「百科全書」・啓蒙研究』刊

行。研究会のメンバー中心に、『百科全書』と

その周辺の啓蒙思想･文学･美術をめぐり、研

究成果を公表する器として研究誌を創刊。期

間内に計４号を刊行した。 

（4）「百科全書」・啓蒙研究会開催 

 鷲見が中心となり、慶應義塾大学で１０年

にわたって、月一度の割合で継続されてきた

『百科全書』研究会の活動が起点である。の



ちに『「百科全書」・啓蒙研究会』に発展した

本研究会は、２００７年より基本文献である

J. プルーストの博士論文『ディドロと「百科

全書」』を精読することから始め、続いて『百

科全書』初期巻数冊の書誌情報を抽出し、主

要項目の会読を行い、今日、『百科全書』研究

においていかなる新たな切り口が可能か模索

してきた。 

（5）国際研究組織ＥＮＣＣＲＥへの協力 

 フランス科学アカデミー、およびフランス、

スイスの複数の大学、研究所が共同で運営す

る『百科全書』電子批評版（ENCCRE）作成

チームと国際共同研究を進めてきた。日本側、

そしてフランス、スイス側の研究者が個別に

行ってきた成果を集約し、共同で『百科全書』

への注釈作成作業を進めることで、これまで

研究の掘り下げられてこなかった分野の項目、

あるいは等閑視されてきた寄稿者の執筆項目

の生成研究に共同で挑む点に革新性がある。

イントラネットを利用した情報埋め込み作業、

ENCCREサイトを利用した成果のウェブ公開

という方法も、デジタル人文学の現況に鑑み

て、画期的である。 

（6）国際研究集会開催 

２０１２年ENCCREのコアメンバーを慶應

義塾大学に招聘し、「啓蒙思想と『百科全書』

に関する日仏研究集会」を行った。この時の

研究報告の一部については、日本語に翻訳し

て、２０１８年３月に単行本『百科全書の時

空』として刊行した。 

（7）国際研究集会への参加 

代表者鷲見は 2 度にわたり国際１８世紀学

会（２００７年モンペリエ，２０１１年グラ

ーツ）で、『百科全書』研究に関わるラウンド

テーブルを主催し、日本での研究現状を報告

するとともに、欧米の１８世紀学者と研究の

現状について意見交換してきた。また、分担

者数名と共に、２０１３年南仏のリュミニー

にて ENCCRE メンバーと合宿を行い、『百科

全書』電子批評版作成のための検討会を行っ

た。 
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